
 

 

意見募集の結果公表 

 

 釧路市強靱化計画素案に対して、市民の皆様からご意見を募集しました結果について、ご意

見の概要と市の考え方は下記のとおりです。ご意見をお寄せいただきありがとうございました。 

 寄せられたご意見等について検討した結果、釧路市強靱化計画の修正は行わず原案どおりと

して策定することとしました。 

 

【意見募集結果】 

 

 

【問合先】 

 市都市経営課基本構想担当 

 〒０８５－８５０５ 釧路市黒金町７丁目５番地 

 電話（０１５４－３１－４２５５） ＦＡＸ（０１５４－２２－４４７３） 

 Ｅメール to-kousou＠city.kushiro.lg.jp 

案 件 名 釧路市強靱化計画の策定について 

募 集 期 間 平成２９年１２月２２日（金）～ 平成３０年１月２２日（月） 

意 見 の 件 数 

（意見提出者数） 
３件（１人） 「内容別紙のとおり」 

意 見 の 取 り 扱 い 

反映 案に反映するもの 件 

既記載 既に案に盛り込んでいるもの 件 

参考 今後の参考とするもの ２件 

その他 意見として伺ったもの １件 

意 見 の 受 け 取 り 

電子メール １人 

郵送 人 

ファクシミリ 人 

直接持参 人 

（様式６号の１） 

資料３ 



意見募集の結果公表 

 

市民等の意見の概要 件数 意見に対する釧路市の考え方 

 

NHK の FM 放送を利用した緊急地震速報

の放送を、公共施設、多数の人々の集ま

る場所に行えるよう設備する。小学校、

中学校等では、J アラートによる連絡を

設定しているようだが、これでは間に合

わない。現在、施設用の数万円の機器が

販売されている。 

さらに、釧路市内の多くの高齢者施設、

障害者施設においては、J アラートの連

絡がなく、緊急地震速報の連絡もない。

スタッフの安全が図れないようでは、入

所者の安全は図れない。 

消防署の点検・指導項目に入れるべきと

考える。 

1 

【参考】 

釧路市強靱化計画では、住民等への情報伝達体

制の強化として、「大規模自然災害時に安全な

避難行動をとれるよう、災害情報の伝達方法の

多様化を進め、効果的な情報伝達手段の確保に

取り組む。」こととしております。 

消防署は、消防法の規定に基づき消防用設備等

の維持管理について指導を実施しております

が、緊急地震速報設備は消防法の規定に基づく

設備ではありませんので、対応は困難であると

考えます。 

効果的な情報伝達手段の確保のために、いただ

いたご意見は今後の事業の参考といたします。 

 

FM くしろでも、24 時間緊急地震速報を

可能とするよう設備するべき。 
1 

【その他】 

ＦＭくしろでは、２４時間緊急地震速報が発信

できるように整備されております。 

釧路市内で NHKFM 放送のサービスエリ

アから除外された地域（音別町等）があ

ることから、早急にこれを改善すべき。 
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【参考】 

釧路市強靱化計画では、住民等への情報伝達体

制の強化として、「大規模自然災害時に安全な

避難行動をとれるよう、災害情報の伝達方法の

多様化を進め、効果的な情報伝達手段の確保に

取り組む。」こととしております。いただいた

ご意見は、事業者に伝えさせていただくととも

に今後の事業の参考といたします。 

 

 


